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2023年4月1日から2023年9月30日まで

第2四半期のご報告
第85期



株主のみなさまへ

株主のみなさまには平素は格別のご高配に賜り厚く御礼申し上げます。
当社の第85期第2四半期の報告書をお届けするにあたり、一言ご挨拶申し上げます。

当第2四半期累計期間（2023年4月1日～9月30日）の連結業績につきましては、
売上高1,616億円、営業利益27億円、経常利益32億円、親会社株主に帰属する四半
期純利益8億円と、増収増益となりました。

これは、新型コロナウイルス感染拡大の収束、半導体供給不足の緩和による生産台
数の回復によるだけでなく、当社グループ全体で地道に取り組んできた収益構造改革
が、着実に成果に結びついてきたものと考えています。

他方で、長期化するウクライナ情勢に加え、ハマス・イスラエル紛争の勃発は中東
地域のみならず国際社会の不安定化をますます助長し、世界経済の成長を阻害する大
きなリスクのひとつとなっています。また、自動車業界では、中国市場において中国
地場メーカーのEV車販売急拡大により、日系メーカーのシェアの落ち込みは大きく、
当社としても対策を講じているところです。

目まぐるしく変化する経営環境ではありますが、常に将来を見据えた目標・戦略を
掲げ、実行していくことで、環境に左右されない強固で安定した経営を目指してまい
ります。

ますます先行きが不透明なこの時代を生き残り、成長し続けるためには、あらため
て「人」の力の重要性を認識し、現在「人的資本への投資」に積極的に取り組んでお
ります。

従業員一人ひとりが、自ら主体的に考え行動し、それぞれの能力を十分発揮できれ
ば、変化に強く、困難な課題にも挑戦し続けられる組織になれるのだと思います。

その基盤となるものは、お互いの存在が尊重され、安心して活き活きと働くことが
できる職場です。ダイバーシティ＆インクルージョンをはじめとする意識変革、施設
環境整備、制度改善など様々な施策により、働きやすい職場づくりを通じて、当社の
成長に貢献できる「人」づくりを実現します。

今後とも、みなさまの期待に応えられる企業となるよう、邁進してまいりますの
で、倍旧のご支援ご鞭撻をお願い申し上げます。

2023年12月

代表取締役 社長執行役員 浦西　信哉



前第2四半期 当第2四半期

連 結 133,174 161,675

日 本 42,635 53,757

米 州 36,805 55,526

欧 州 17,157 22,658

ア ジ ア 36,575 29,733

（百万円）

前第 2四半期

アジア［ △18.7％］

欧州［ ＋32.1％］

米州［ ＋50.9％］

日本［ ＋26.1％］

当第 2四半期

133,174

161,675
［＋21.4％］

得意先の増産影響等により、前年同期比26.1％増の537
億円となりました。

日　本

得意先の増産影響及び為替換算影響等により、前年同期比
32.1％増の226億円となりました。

欧　州

米　州

得意先の増産影響及び為替換算影響等により、前年同期比
50.9％増の555億円となりました。

為替換算影響はあったものの得意先の減産影響等により、
前年同期比18.7％減の297億円となりました。

アジア

地域別売上高

当第 2 四半期連結累計期間のご報告



営業利益・経常利益・親会社株主に帰属する四半期純利益

■ 営業利益増減分析 （億円）
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前第2四半期 当第2四半期 前年同期比

売 上 高 133,174 161,675 21.4％

営 業 利 益 △ 2,771 2,755 ー　％

経 常 利 益 △ 1,412 3,272 ー　％

親 会 社 株 主
に 帰 属 す る
四半期純利益

△ 1,839 807 ー　％

（百万円）2023年度　第２四半期累計期間の連結業績

前期 当期予想 前期比

売 上 高 304,442 313,000 2.8％

営 業 利 益 3,738 7,500 100.6％

経 常 利 益 5,029 6,500 29.2％

親 会 社 株 主
に 帰 属 す る
当 期 純 利 益

2,483 2,900 16.7％

（百万円）2023年度　通期の連結業績見通し

　2023年度中間配当につきましては、2023年11月9
日開催の取締役会において、１株につき15円と決定い
たしました。中間配当金は2023年12月4日から、お
支払いを開始いたします。配当金のお受け取りの方
法は、次のとおりです。
▪「配当金領収証」によるお受け取り

同封の「配当金領収証」により、最寄りのゆうちょ銀
行又は郵便局でお受け取りください。

▪「銀行振込」をご指定の方
「配当金計算書」及び「お振込先について」を同封いた
しましたので、ご確認ください。

▪「株式数比例配分方式」をご指定の方
「配当金計算書」及び「配当金のお受け取り方法につい
て」を同封いたしましたので、ご確認ください。

2023年度中間配当について



カーボンニュートラル実現に向けた取り組みのご紹介

トピックス

　ユニプレスグループは、「気候変動対策」を経営の最重要課題の一つと位置付け、グループ全体でカーボンニュートラル実現

に向けた取り組みを推進しております。「省エネルギー活動の推進」、「再生可能エネルギーの活用」、「エネルギー（燃料・ガス）

の転換」等により、CO2 排出量を削減し 2050 年度のカーボンニュートラル実現を目指します。

事業活動で排出するCO2 排出量削減イメージ

▲30% 【2030 年度目標】
CO2 排出量 30%削減（2018年度比）

【2050 年度目標】
CO2 排出量 実質ゼロ

2050 年度2030 年度2018 年度
実績

インターナルカーボンプライシング（ICP）制度の導入
　本年11月より、当社は「インターナルカーボンプライシング制度（以下「ICP制度」）」をグループ各社に順次導入し
ております。ICP制度とは、企業が脱炭素を推進するために、独自にCO2排出量に価格を付けて、投資判断等に活用す
る仕組みです。
　ICP制度導入により、CO2排出削減に資する設備投資計画を後押しし長期目標の達成を目指すとともに、事業活動に
伴う環境負荷の最小化に努めてまいります。

省エネルギー活動の推進

【ユニプレスのICP制度】
社内炭素価格 18,000円/t-CO2

制度対象 CO2の排出量増減を伴う設備投資

適用方法 対象となる設備投資計画によるCO₂排出量の増減に関し社内炭素価格を適用した
費用を算出し、投資判断の参考とする



お知らせ

株主総会資料の電子提供制度および当社の対応について
　会社法の改正により、2023 年 3 月以降、株主総会資料は原則ウェブサイトでの電子提供を行うこととされました。当該

制度において企業は、株主のみなさまに郵送する招集通知を日時・場所・目的事項といった基本的な事項および企業ウェブ

サイトの URL のみを記載した簡易なものとすることができるとされております。 

　今年度、当社は、制度導入初年度における当該制度の周知状況を考慮し、従来どおりの招集通知を送付させていただきま

した。2024 年度以降は、当該制度の認知度の向上を踏まえ、簡易な招集通知に議案詳細等の情報を一部追加する形でご提

供いたします。

　従来どおりの招集通知をご希望の方は、2024 年 3 月 31 日までに別途お手続きが必要となりますため、同封のリーフレッ

トにて詳細をご確認ください。

再生可能エネルギー由来の電力への切り替え
　当社は、相模事業所、栃木工場（小山・真岡）、富士工場（富士・富士宮）、ユニプレスモールド（広島・真岡）、
ユニプレス物流（御殿場）の8拠点において、太陽光や風力などに由来する、CO2を排出しない電力に切り替えてお
ります。
　今後もグループ全体でこの取り組みを推進し、国内外の拠点において、再生可能エネルギーの更なる導入を進めて
まいります。

太陽光発電システムの導入
　当社では、2012年より太陽光発電システムの導入
を推進してきました。
　現在、日本国内で栃木工場（小山・真岡） 、富士工
場（富士・富士宮）の4拠点、海外拠点でメキシコ、
イギリスの2拠点に設置し、CO2排出量の削減に貢献
しております。

再生可能エネルギーの活用

ユニプレスイギリス
ユニプレスメキシコ



連結財務ハイライト
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● 会社概要（2023年9月30日現在）● 株式関連の情報（2023年9月30日現在）

商 号 ユニプレス株式会社
英 文 社 名 UNIPRES CORPORATION
資 本 金 101億6,895万7,400円
従 業 員 数 8,195名（連結ベース）
本 社 〒222-0033

神奈川県横浜市港北区新横浜1-19-20
SUN HAMADA BLDG. 5階
TEL 045-470-8250

発行済株式の総数 47,991,873株

株 主 数 22,445名

会社情報／株式情報／株主メモ

● 株主メモ

・住所変更等、当社株式に関する手続きにつきましては、お取引の証券
会社等にお問い合わせください。

・未払配当金の支払い、特別口座に記載された株式に関する手続きにつ
きましては、上記株主名簿管理人であるみずほ信託銀行にお問い合わ
せください。

株 主 名 簿 管 理 人
（特別口座の口座管理機関）
の 照 会 先

電子提供制度専用ダイヤル

〒168-8507
東京都杉並区和泉2-8-4
みずほ信託銀行株式会社　証券代行部
TEL 0120-288-324
TEL 0120-524-324

多くの株主様からのご寄付、ありがとうございました
　当社の株主優待制度では、株主様のポイントを社会貢
献活動団体へ寄付していただくことができ、2023年度
も多くの株主様からご寄付をいただきました。
　当社は、株主様からご寄付いただいた合計金額（ポイ
ント）と同額を上乗せし、更に株主様がご利用されなかっ
たポイントも併せて寄付しております。
　株主のみなさまのご支援により、2023年度の下記2
団体への合計寄付金額は2,888,000円となりました。

【寄付先】 ■ 一般社団法人 more trees
 ■ 公益財団法人 交通遺児等育成基金

● 役員（2023年9月30日現在）

ユニプレスの決算情報やニュースリリース、
IRイベントなどの情報を電子メールでタイ
ムリーにお届けします。
メールアドレスを入力するだけで簡単に
登録できますので、ぜひご登録ください。

ご登録方法
● スマートフォンから

2次元コードを読み取っ
て登録

● パソコンから
1. 「ユニプレス」

で検索
2. トップページ右下に

あるピックアップの
「IR情報メール配信」
ボタンより登録

IR情報メール配信のご案内

代表取締役 社長執行役員 浦 西 信 哉
代表取締役 副社長執行役員 尾 越 英 樹
取締役 副社長執行役員 塩 川 進 次
取締役 副社長執行役員 森 田 幸 彦
取締役 副社長執行役員 三 浦 謙 二
取 締 役 土 居 清 志
取 締 役（監査等委員） 伊 藤 芳 雄
取 締 役（監査等委員） 葭 葉 裕 子
取 締 役（監査等委員） 長 谷 川 　 園 　 恵

（注）土居清志氏、葭葉裕子氏及び長谷川園恵氏は、社外取締役であります。


